
Ｈ２３ 千葉県中学校総合体育大会 バスケットボール競技 総評

千葉県中学校総合体育大会バスケットボール競技は、今年度からメイン会場を印西市松山下公園
総合体育館に移して、７月２８日・２９日・３０日の３日間で行われた。３年生にとって最後の大会となる
本大会では１回戦から熱戦が繰り広げられ、会場内が選手たちのプレーに対する熱い声援で包まれ
た。
男子のベスト４には秋・春を連覇している八千代松陰中（八千代）と選手権準優勝の柏三中（柏）・

選手権ベスト８の辰巳台中（市原）と葛飾中（船橋）の各シード校が出そろった。準決勝の八千代松陰
中対辰巳台中は、八千代松陰中がワンパスからの速攻やドライブなどを決めリードする。対する辰巳
台中は巧みなパス回しからキレのあるジャンプシュートや⑤杉田のインサイドなどで対抗する。両チー
ムともよく走り、随所に好プレーの見られるゲームとなったが、第１シードの八千代松陰中が粘る辰巳
台中を振り切り決勝進出を決めた。もう一方の葛飾中対柏三中は、互いにシュート力を生かしてアウト
サイドから得点を伸ばしていく。一進一退の攻防が続き、一本一本のシュートに対し会場から大きな歓
声が湧き上がる。第４ピリオド終了時には５２対５２の同点で延長戦にもつれ込んだ試合は、⑧黒澤が
インサイドのシュートをねじ込んで葛飾中が決勝進出を決めた。
決勝戦は、八千代松陰中はマンツーマン、葛飾中は３－２ゾーンでスタートする。八千代松陰中は

セットプレイや⑤大橋、⑨工藤のインサイドや④水島、⑥松本のジャンプシュートやカットインでリード
する。葛飾中は⑭泉がリバウンドに上手く絡んだり、⑧黒澤のドライブや３ポイントなどで対抗する。一
時は流れを掴みかけた八千代松陰中だが、葛飾中がディフェンスリバウンドを着実に押さえ、試合の
流れを引き戻す。前半を３３対２２の八千代松陰中１１点リードで折り返す。第３ピリオドに八千代松陰
中は速攻が決まりだし、オフェンスリバウンドにも積極的に飛び込んで得点を伸ばす。葛飾中もタイム
アウトを取り流れを変えようとするが八千代松陰中の勢いは止まらず、見事初優勝を飾った。
女子のベスト４には、大会５連覇を狙う第一シードの昭和学院中（市川・浦安）と、ノーシードながら

もシード校との白熱した試合を制した船橋中（船橋）・習志野七中（習志野）・有秋中（市原）が勝ちあ
がってきた。春の選手権大会の決勝戦と同一カードとなった準決勝の昭和学院中対船橋中では、船
橋中はドライブインなどで果敢にオフェンスを仕掛ける。昭和学院中リバウンドからの速攻やインサイ
ド・アウトサイドを絡めたパス回しから得点を伸ばす。攻守の切り替えの速いスピード感あるゲームと
なったが、終始安定したプレーを見せた昭和学院中が決勝進出を決めた。そして、準決勝もう一試合
の習志野七中対有秋中は、第１ピリオド１２対１２という接戦となった。習志野七中は第２ピリオドにハ
ーフコートのゾーンディフェンスからボールマンに厳しくプレッシャーをかけ次第にゲームの主導権を
握る。有秋中も試合終盤にオールコートプレスを仕掛けたり３ポイントシュートで必死に食らいつくが
一歩届かず、習志野七中が決勝進出を決めた。
決勝戦は、昭和学院中がオールコート１－２－１－１からのマンツーマンでディフェンスでボールマ

ンに対して厳しいプレッシャーをかけ、相手のオフェンスのリズムを崩す。対する習志野七中は④金澤
がオフェンスの軸となり、ドライブインやアウトサイドシュートを決めて加点する。昭和学院中も④赤穂
の高さを生かしたポストプレイや⑦青山のカットイン、⑥山岡のストップジャンプシュートなどで着実に
得点を重ねリードを広げていく。習志野七中は後半ゾーンディフェンスでインサイドを固め反撃を試み
るが、最後まで落ち着いて試合を運んだ昭和学院中が５年連続１１回目の優勝を飾った。
男女ともに総体の上位２校は、８月７日から埼玉県さいたま市で開催される関東大会に出場する。

関東大会では上位４校が全国大会出場の権利を得られるので、千葉県勢が関東大会でも活躍し、こ
の枠の中に入ることを期待している。
尚、関東大会に関する詳細は、８月１日に組合せ会議が行われるので、決まり次第、千葉県バスケ

ットボール中学生連盟のホームページに掲載します。
文責 千葉県小中体連バスケットボール専門部

副委員長 大橋 哲治（長浦中）

年間ランキング（Ｈ２２新人戦～Ｈ２３総体）
（男子） （女子）

第１位 八千代松陰中学校 昭和学院中学校
第２位 千葉市立緑が丘中学校 船橋市立船橋中学校
第３位 柏市立柏第三中学校 習志野市立第七中学校
第４位 市原市立辰巳台中学校 鎌ヶ谷市立第二中学校

Ｈ２２ 千葉県県選抜選手 （県総体の閉会式で表彰がありました）
（男子） （女子）
青木 太一（緑が丘） 末吉 祐貴（新松戸南） 赤穂 さくら（昭和学院） 齋藤 有里（有 秋）
戸田 貫太（松戸四） 竹中 良佑（銚子四） 伊藤比菜子（大 原） 行木 里奈（九十九里）
水島壮一郎（八千代松陰） 杉田 涼（辰巳台） 安原 侑希（増 穂） 八重樫佑季（習志野五）
井口 仁（椿 森） 大橋 稜平（八千代松陰) 渡部友里奈（船 橋） 稲垣 世羅（小 金）
川上 海斗（下貝塚） 川島 翔吾（五 井） 佐久間涼香（畑 沢） 山本 明穂（富 津）
廣田 貴之（銚子四） 邱 文昊（習志野七） 笠井萌々子（鎌ヶ谷二） 中村 美羽（日の出）


